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（ 1 ） 同日に 2 つの講演が開催されていたにもかかわらず、一方では、午前の講演原稿の翻訳が昨年
度の『教育学論集』第 70 号に掲載されて、他方では、午後の講演原稿の翻訳が一年遅れで同論集
第 71 号に準備されることになったことについて、その理由を簡単に説明しようと思う。午後の講
演「教育プロセスと陶冶プロセスにおける 3 つの作因」の内容は、2017 年 10 月 25 日現在では、「教
育プロセスと陶冶プロセスにおける 3 つの作因とそれらの教授学、授業研究、そして経験的な陶











　　第 70 号には、午前の講演会場を B303 と記載しているが、これは B301 の誤りであった。ここで
訂正させていただく。
（ 2 ） L・ヴィガー／山名淳／藤井佳世（編著）『人間形成と承認――教育哲学の新たな展開』（北大











ば、教育理論（Theorie der Erziehung）、陶冶理論（Theorie der Bildung）、そして
教育制度の理論（Theorie  pädagogischer Institution）を指している（4）。




















（ 3 ） Herbart, J. F.: Allgemeine Pädagogik, aus dem Zweck der Erziehung abgeleitet （1806）. In: 
Asmus, W. （Hrsg.）: Johann Friedrich Herbart Pädagogische Schriften. Düsseldorf und München 
1965.（三枝孝弘訳『一般教育学』明治図書、1969 年、15 頁。）
（ 4 ） Benner, D.: Allgemeine Pädagogik. Eine systematisch-problemgeschichtliche Einführung in die 
Grundstruktur pädagogischen Denkens und Handelns. 8. Aufl. Weinheim und Basel 2015.（牛田伸
一訳『一般教育学――教育的思考と行為の基礎構造に関する体系的・問題史的な研究』協同出版、
2015 年。）
（ 5 ） Roth, H.: Erziehungswissenschaft, Erziehungsfeld und Lehrerbildung. Hannover 1967. ロートの
詳細については、例えば以下を参照。平野正久「教育人間学の課題と方法 ―― H. ロートの所論を











































































































































































ん（Platon: Politeia 518 d.）。この向け変えの技術でプラトンが理解していたのは、視
点を転換する実践でした。この実践の陶冶的な力の出所は、教育者からだけでも学習
者からだけでもなく、その力は「教育」と「陶冶」の 2 元論によっては把握できな























































































　それゆえ、経験的方法による陶冶研究が、2000 年の PISA 調査で書き言葉のコン
ピテンシーを読解コンピテンシーの形式においてテストして、「正書法規則の知識」
という言語学的に記述できる部分コンピテンシーを調査しなかったのですが、これは
































































テーゼ 4 ：授業の計画、実施、そして調査研究の際には、すでに挙げられた 3 つの
作因と基礎知識、判断コンピテンシー、そして参加ないしは行為構想コンピテンシー





















いての批判は Jank/Meyer 1991 を参照）。
　これに対して、教授・学習プロセスの評価の領域における進歩は、経験的方法によ













（Cortina 2016, S. 37）。また、比較測定の結果を、もはや人生全体に有効となる調査




的方法による陶冶研究という不毛な 2 元論の克服にあるとしています（Benner 













































　DFG（ドイツ研究振興協会）が助成した 2 つの研究プロジェクトであった KERK













































回答、そして示すことの構造を方向づけることができるものです（vgl. Kaiser 1972, 
Benner 2017）。
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